
ＧＩＧＡスクール構想の推進について 

［教育センター］ 

１ これまでの取り組みと今後の方向性 

・Ｒ２年度末、小・中学校における高速大容量通信に対応する 

ための校内通信ネットワークの改修、無線ＬＡＮ整備、 

  児童生徒一人１台端末を約３万台導入 

２ 端末の利活用の現状（Ｒ３.７月１３日現在） 

(1)端末の利活用 

＜小学校＞

＜中学校＞

導入の準備 

・基本操作を知る

・基本操作に慣れる

R２年度目標 

端末に慣れる 

・一日１～２回以上

使う

・家庭へ端末を持ち

帰る

個別最適な学びを 

目指す 

・一日２～３回

以上使う 

・効果的な活用場面

を探り、実践する

R４年度目標 

R３年度目標

グラフ１

（校）

（校）

文房具の一つとして

端末を活用

・対面での授業を基

本としながら、効

果的な場面で端末

を活用する 

R５年度以降

の目標 

ほぼ毎日、利活用している

月に数回、利活用している

週に数回、利活用している

令和３年４月以降に１回は利活用した

小１          小２           小３          小４          小５           小６ 

中１            中２             中３ 

(2)web 会議システム等を利用した合同授業や専門家等による遠隔授業 

＜具体的な事例＞ 

・小中連携事業として児童会・生徒会の紹介や交流 

・合同遠足の事前交流（自己紹介や活動の話合い） 

・海外の学校とのコミュニケーション（英語の授業） 

・研修会における大学教授の講演や指導助言 

(3)学びをより効果的にする学習コンテンツの活用  

＜具体的な事例＞ 

・QRコードから教科書会社サイトのコンテンツを使用 

・企業作成の教材使用（バーチャル工場見学） 

・NHK for School （教育動画）の活用 

・ハザードマップを開き、校区内の危険箇所の確認 

(4)緊急時（臨時休業等）に備えた端末の持ち帰り学習の実施状況 

＜小学校＞      ＜中学校＞

実施したことがある   実施したことがない

実施したことがある   実施したことがない

準備済みであり、オンライン学習が可能

準備済みだが、オンライン学習は難しい

準備中である

34.3%

18.5%

19.4 % 18.5 %

46.3%

59.8%

40.2%

グラフ３

26.9%

73.1%

グラフ４

63.0%

グラフ４

グラフ２

＜実施していない主な理由＞

・通信環境が不安定なため

・教員のスキルが十分でない

ため

＜準備中の主な理由＞

・家庭のWi-Fi環境が整っていないため

・保護者への周知、児童生徒や教員のスキ

ルが十分でないため
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(5)通常時における端末の持ち帰り学習の実施状況 

＜小学校＞     ＜中学校＞

(6)クラウド型教材の導入状況 

３ ＩＣＴ支援員の配置  

・７月から市内全小・中学校に１１名を派遣

  ・各校への定期訪問（１校あたり月２～３回程度）

  ・即時対応としての臨時訪問

・電話及び窓口及びメールでの相談窓口の設置

４ 今後の課題 

(1)これまでの授業実践とＩＣＴのベストミックス 

一人１台端末が導入されても、これまでの授業の基本は変わらない。各学校でＩＣＴ活

用が進められているが、端末活用は授業のねらいに迫るための手段であり、目的ではない。

「端末は、文房具のように子ども一人一人の学びを支えるための、便利な学習ツールの一

つ」との認識をもちながら、従来の優れた授業実践とＩＣＴのベストミックスを図ってい

く。

実施している

（一部学年等での実施も含む）

実施するために準備中である

すでに導入している

Ｒ３年度中に導入予定である

Ｒ４年度以降の導入を検討している

11.8% 5.3%

82.9%

96.3%

54.5 %
45.

3.7%

5%
グラフ５ グラフ５

グラフ６

＜準備中の主な理由＞

・家庭のWi-Fi環境が整っていないため

・保護者への周知、児童生徒や教員のスキ

ルが十分でないため

・２学期以降、取り組む予定のため

＜クラウド型教材とは＞

・ドリル形式の教材や学習に必要な映像資料等を、インターネットに接続することによって、

簡単に使うことができるオンラインサービスの一つ

＜ＩＣＴ支援員とは＞

・授業支援や研修支援等、各学校における日常的な教員のＩＣＴ活用を支援する役割を担うもの

(2)情報モラルに関する指導 

  児童生徒への情報モラルに関する指導の実施状況

学校内で端末を利用する際は、教育ネットワーク内のフィルタリング機能により、有害

サイト等には接続できない。

しかし、家庭の通信環境では対策が不十分な場合もある。今後も学校での情報モラルに

関する指導（情報モラル小５講座、ｅネットキャラバン、ＰＴＡ親学び講座等）を継続す

るとともに、家庭での端末使用に際してのルールづくりを支援するなど、児童生徒の安心・

安全な利活用を目指す。

(3)端末更新等への対応 

今後、端末は子どもたちに必要不可欠なものとなる。約５年後に想定される端末更新、

端末の故障、バッテリー消耗への対応等について、国の動向を注視しながら、継続して端

末を利活用できる環境を整えていく必要がある。

(4)ＩＣＴ支援員派遣事業の継続 

７月の派遣事業開始後、ＩＣＴ支援員や相談窓口に多くの問合せや相談や要望が寄せら

れている。端末の利活用が進むにつれ、問合せや相談等の件数はさらに増加することが予

想される。通常の教育活動のように、教師が子どもを適切に指導できる環境が整うまで、

ＩＣＴ支援員派遣事業を継続したい。

(5)定期的な教育ネットワークの見直し・改修 

今年度１０月までにネットワーク増強が行われ、当面は通信量増大に対応できる状態と

なる。しかし、クラウド型教材の導入が進む等、さらなる通信量の増加が予想される。常

に長期的な視点に立ちながら、教育ネットワークの見直し、改修を継続的に行っていく必

要がある。

(6)学習者用デジタル教科書の導入 

現在は、指導者用のみ各学校へ導入している。国は、令和６年度より学習者用デジタル

教科書を本格導入する見通しである。今年度、市内小・中学校４６校（小３３校・中１３

校）を教科ごとに実施研究参加校に指定し、試験的に使用して、効果等の検証を行ってい

る。今後、その結果を基に、研修等をとおして、授業におけるデジタル教科書の有効な活

用について、理解を深めていく必要がある。

積極的に実施している

必要に応じて実施している

あまり実施していない

72.0%

24.7 %

3.3%

グラフ７
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端末活用の様子 

オンラインによる研修 

（２年次教員研修会） 

端末活用に関する研修 

（中堅教諭等資質向上研修会） 

端末を活用した授業の様子① 

（自分の思いや考えを入力する） 

端末を活用した授業の様子② 

（友達と関わりながら考えを深める） 

端末を活用した授業の様子③ 

（小学校：体育科の授業） 

端末を活用した授業の様子④ 

（中学校：音楽科の授業） 

教科書の QRコードを利用 

（例）小学３年生 理科 

教科書のQRコードを読み取り、 

教科書会社のホームページへ 

「チョウの成長の様子」を動画で視聴 
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